
寝屋川市は、平成１７年１０月７日、市内の大阪電気

通信大学、摂南大学、大阪府立工業高等専門学校と、

それぞれ、連携に関する協定を締結しました。

本市では今、「地域力」「市民力」「自治経営力」

を結集し、ふれあいと活力に満ちたまち「元気都市

寝屋川」づくりを進めています。地域の魅力を再発

見し、寝屋川市らしいまちづくりのための戦略の一

つとして、知的活動や人材育成の場である高等教育

機関に注目しました。

市内には、個性的な特色ある学科・専攻を有する、

大阪電気通信大学・摂南大学・大阪府立工業高等専

門学校が立地しており、大学院生や短大生を含め、

およそ１１,２５０人の学生が通学しています。大学等

の知的資源をまちづくりに活かし、また、学生がま

ちに出て、地域の中でいきいきと活動できる取組を

目指しています。

本市と各大学等との連携は、これまで、審議会委

員への委員就任、本市のホームページ上での研究者

リストの公開（平成１６年度）、小・中学校での学生

による授業補助など、様々な分野で行われてきまし

た。この連携・協力関係をさらに強化するとともに、

新しい試みを通じて地域社会の活性化を図るため、

市内三大学等と個別に、かつ同時に包括連携協定を

締結しました。

○大阪電気通信大学

大阪電気通信大学は、平成１５年度に日本国内で初

めてデジタルゲーム学科を設立し、テクノロジーを

映像ビジネスやアミューズメントに活用するだけで

なく、学校教育や医療福祉工学等への応用に取り組

まれています。

本市では、同大学の知的資源に注目し、ゲーム・

コンピューターグラフィックという新しい媒体を活

用することで、市民のまちづくりへの関心を喚起で

きるのではないかと考えました。まちなみや景観、

学校教育、福祉への活用など、具体的なまちづくり

のアイディアを整理するため、現在、同大学の協力

のもと、内閣官房都市再生本部の「全国都市再生モ

デル調査」の調査費を活用した「寝屋川市における

ゲーム・ＣＧを活用したまちづくり～ゲームでつく

各大学等との特徴的な連携内容

協定締結までの経過

背　景
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る人・まち・みち」構想の策定に取り組んでいます。

また、寝屋川市駅東地区は、都市再生緊急整備地

域（第１次）の指定を受けて、生活・文化・交流の

拠点として、公共公益施設や都市計画道路などの整

備を進めていますが、同大学に、教育施設の設置を

検討していただいています。

○摂南大学

摂南大学は、文系・理系にわたる学部を有する総

合大学として、時代と地域が求める人材の育成を目

指した教育研究を展開され、シンポジウムや講座等

の公開をはじめ、積極的に地元との交流を進めてい

ただいています。

本市では、寝屋川市駅前の市立産業会館をリニュ

ーアルし、平成１８年４月から市立産業振興センター

を開設しますが、施設内に同大学の地域連携センタ

ーを新設し、大学と市の総合的な連携の窓口とする

ことで、連携協力の体制強化を図ります。

また、本市の地域情報を網羅した地域ポータルサ

イト「ねやがわ元気ねッと」を平成１７年４月に開設

し、市民主体の運営体制の整備に向けて取り組んで

おり、同大学の経営情報学部の協力のもと、学生の

力でサイトの管理作業を行っていただきます。

○大阪府立工業高等専門学校

大阪府立工業高等専門学校は、ものづくりの現場

でリーダーとして活躍できる創造性豊かな実践的技

術者を養成することを目的とした教育研究を展開さ

れており、全国高等専門学校プログラミングコンテ

ストの競技部門で２年連続優勝されるなどの実績が

あります。

また同校では、「北河内エコエナジープロジェク

ト研究会」を立ち上げ、北河内地域において風力発

電を中心としたクリーンエネルギーの開発を進めら

れており、新技術や新製品の開発を通した新産業の

創出、中小企業の活性化に協力いただいています。

また、同校の前を流れる一級河川寝屋川の親水公

園計画ワークショップや川の再生のための市民活動

にも参加していただいています。

以上のような各大学等との連携・協力関係を通じ

て、政策課題への的確な対応、地域全体の教育・学

術研究機能の向上を図るなど、地域の可能性を探っ

ていきたいと考えています。

「元気都市」には、若い力が不可欠です。学生の

斬新な発想と自由なエネルギーで活性化する「元気

都市」を実現していくという構想のもと、今後は、

各校と事務レベルの連携協議会を設置し、定期的に

意見交換の場をもちながら、連携の推進を図ってい

きます。

（連携・協力事項）

（１）地域の政策課題に係る共同研究の推進

（２）大学教育（高等教育）及び義務教育の向上

（３）生涯学習の推進

（４）人材の育成

（５）地域産業振興、新産業創出

（６）教職員・学生による地域の各種活動への参

画の推進

今後の展開
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